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〔　教育長開会宣言　〕　
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第 号

［説明］ 教育企画室

第 号
［説明］ 教育企画室

長 澤 委 員 指標５４項目のうち、部署別に見るとどんな分布になりますか。義務教育
課で何件とかを知りたいのですが。
全体的に義務教育課が多いなという気がしますが、部署間のばらつきも考
えたほうがいいと思います。

16 「山梨県教育振興基本計画」の目標となる指標の進捗状況について

報 道 １

会 議 要 旨

議 案
15

【原案どおり決定】

　議案第１７号及び第１８号「県議会に提出する予定案件について」と、議案第１９号「大村
智自然科学賞選考委員会委員の委嘱・任命について」は、今後、知事又は議会など関係機関と
の協議等を必要とする事項及び個人情報に関する事項である旨教育長から発言があり、出席委
員全員が了承のうえ非公開とした。

令和４年度教育委員会の活動状況報告書について
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苦肉の策ということはわかりますけどね。

教 育 長 苦肉の策であっても、この分野については研究をしていく必要があると考
えております。

長 澤 委 員 この指標は各課から上がってくるのですか、それともこの指標にしてくだ
さいと各課に伝えているのですか。

岩 出 室 長 基本的には各課で作成します。その指標を実際に評価表に組み込んでいく
かについては、別途検討していきます。

教 育 長 指標については、総合計画に載っているものは教育振興基本計画でも取り
上げるという考え方になるのでしょうか。

岩 出 室 長 はい。

岩 出 室 長 計画の指標ということで、多少、課ごとのばらつきはあるかと思います。
現在策定中の教育振興基本計画においては、指標の立て方や目標値につい
て工夫していく必要があると考えております。

長 澤 委 員 課ごとの指標は最大３つぐらいがいいのではないかと思います。
また、「郷土学習コンクール参加校の割合」とか、「道徳教育の授業公開
をしている学校の割合」など、この指標が果たして適切かという項目もい
くつかあって、これをやったら本当に良くなるという指標や目標値にしな
いと、学校や子供たちも取り組む意欲が沸かないと思います。

教 育 長 ありがとうございます。
道徳教育については、この取組をやったらどれだけ道徳心が高まったかと
いう指標の設定はなかなか難しいものがあります。

長 澤 委 員

教 育 長 ２１世紀に入り、国や地方自治体では、事業に対してどのような成果が出
ているのかという政策評価についての説明責任が求められてきたことが大
きな行政の潮流としてあります。それぞれの事業の取組について、その成
果を判断するための手段として指標を示し、目標値を設定し、数値で評価
をするという流れになっています。
今回の指標については、過去の推移を把握していく必要性から変えていな
いものが中にはありました。
しかし今回は、新しい教育振興基本計画を策定する一つの節目の年であり
ますから、ここで指標の考え方を切り替えるなど新しい指標を取り入れる
良い機会だと思っています。

教 育 長 加えて教育振興基本計画独自の指標も設定しているわけですが、それぞれ
の課で事業を行う際には指標を作らないといけないというルールを設けて
いるのですか。

岩 出 室 長 必ずしも事業をやるからこの指標を作らなければならないということでは
ありませんが、事業を行う際には何を目標としてやっているのか、その目
標に向けてどういうことをするべきかという検討は必要だと考えておりま
す。
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１２は多いですね。

１２はどこですか。

保健体育課です。

義務教育課が９、高校教育課が５です。

ちなみに一番少ない課はどこですか。

教育企画室です。

他にいかがでしょうか。

例えば優れた才能・個性を伸ばす教育の推進として、「科学の甲子園ジュ
ニアに参加した中学校延べ数」という指標がありますが、これが本当にこ
の施策の本丸かなという気がしました。この指標を評価すれば、本当に個
性を伸ばす教育の推進ができたと言えるのだろうかと。本当にこの指標・
評価をしたら変わるだろうという本気度を知りたいですし、評価が計りに
くいのであれば、そこをどう工夫するかという議論であってほしいです。
延べ数を出してもという感じがします。

この分野でどれだけ進んだのかというのは様々な見方があり、評価がなか
なか難しいのかもしれませんが、科学の甲子園ジュニアというもの自体も
割とレベルが高い大会なので、このような大会に参加すること自体が個性
を伸ばす教育の機会に触れたと考えることができるのかもしれません。

教 育 長

岩 出 室 長

教 育 長

松 坂 委 員 この結果を見ていると、目標に対しての指標は、おそらく各課がこの目標
に対してこれをやりますと手を挙げて載せているのではなく、教育振興基
本計画と照らし合わせてこれも当てはまる、あれも当てはまるというふう
に整理したものを載せているのではないかと思います。
また、各学校によっても認識の差がすごくあって、指標に対して優先順位
が高い学校と低い学校があるからこのような結果になるのではないかと思
います。

長 澤 委 員

長 澤 委 員

教 育 長

岩 出 室 長

教 育 長 そうなんですね。義務教育課や高校教育課がたくさんあるのかと思ってい
ました。

岩 出 室 長

教 育 長 延べ数というよりかは、参加した子供たちの変化というところで見るとい
うことでしょうか。

長 澤 委 員 そうですね。参加した子供たちの様子から、どれだけこの分野で進んだの
かを計ることができればと思っています。

教 育 長

岩 出 室 長 先ほどお話がありました課ごとの指標の数ですが、一番多い課が１２、一
番少ない課が３となっており、確かに少し開きがあります。
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  結果の管理ではあまり意味がないと思います。

コロナの状況を受けて県の総合計画は一部改定をいたしました。それを受
け、教育振興基本計画も本文や事業のところで付け加えた項目がありま
す。ただ、それぞれの事業の目標設定を再設定する見直しまでは行ってお
らず、今回は平成３０年度ないし平成２９年度を基準値とした数字をその
まま残して、コロナ禍の中でどこまでできたのかというところで評価させ
ていただきました。
今後また同じような状況になったときにどのように対応していくかについ
ては、今、橋本委員がおっしゃられたように検討していかないといけない
視点だと思います。

橋 本 委 員 この指標を作成した時はコロナはきっと想像できていなかったと思いま
す。達成状況がかなりコロナに影響されていて、評価が厳しいなという項
目がたくさんあるのですが、コロナのような不測の事態が起きたときに、
最初に作った指標でそのまま評価をしていくのか、それとも途中で指標を
見直して新たに取り組んでいくのか検討する必要があると感じました。

教 育 長

長 澤 委 員

小 澤 委 員 学校側が同じ強度で全部これをやらなくてはならないというのは、ちょっ
と現実的には難しそうですね。

松 坂 委 員 多くの項目があり現場は大変だと思います。だから次回はもっと項目を減
らしてシンプルにしたり、重点管理項目を作ったりすればフォローもしや
すいのではないでしょうか。

教 育 長 そこは確かに多様な意見があるかと思います。もちろん良い指標結果にな
ることを目指していくべきだと思うのですが、一方で何らかの要因で到達
できなかったところについては、そこから改善の糸口を見つけるという要
素もあると思いますので、最初にご指摘いただいたように何のためにこの
評価指標を行うのかというところを意識していく必要があると思います。

長 澤 委 員 そういう意味では分析が大事であり、特に学校別に分析しないと次につな
がらないと思います。数値結果で○×をしただけではなく、なぜこうなっ
たのか、例えば地域別だとどうなのかなどを分析していかないと進歩がな
いと思います。

岩 出 室 長 確かに、各課の所管業務・関係する事業などを教育振興基本計画の中で分
類したうえで、そこで数値化ができるものを指標としてはめていったこと
は否めない部分であります。
委員がおっしゃるように、それぞれの学校における取組姿勢に差があるこ
とは確かで、それがこういう結果になっているということも承知しており
ます。取組の実施については各学校への働きかけを行っているのですが、
それがうまく働いていない部分があるのだろうと思っています。

松 坂 委 員 今後もその辺は議論していく必要があるかと思います。
また、事務局でも各学校に、これについては最低限やっていきましょうな
ど働きかけを行い、学校間のギャップを少しでも埋めていくような努力を
しないと、また同じような結果になり、あまり建設的な議論ができなくな
るという状況になってしまうことが考えられます。
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重み付けですね。

第 号
［説明］ 総務課

（非公開：会議の要旨）

第 号
［説明］ 学校施設課

（非公開：会議の要旨）

第 号
［説明］ 高校教育課

（非公開：会議の要旨）

重み付けの判断として、総合計画のほうでも取り上げているかどうかが１
つの見方なのかもしれません。
この働き方改革のところに関しては、県の働き方改革の取組方針でも目標
設定としているので重み付けのメッセージは出ていると思いますが、長澤
委員がおっしゃるようにそこの意識付けについても考えていく必要がある
と思います。

県議会に提出する予定案件について

大村智自然科学賞選考委員会委員の委嘱・任命について

18 県議会に提出する予定案件について

　県議会に提出する予定案件について、動産購入の概要説明を受け、全委員の賛同によ
り原案どおり決定された。

【原案どおり決定】

長 澤 委 員 先ほどの各課の指標数の件で、保健体育課が一番多いとのことでしたが、
平日土日や男子女子でそれぞれ項目立てをしているので、実質はそんなに
多くないですね。結局、担当部署がどこであろうと学校側にはすべての項
目が下りていくのでやはり５０以上の項目は多すぎると思います。
また、NO.38の「月あたり正規の勤務時間を８０時間以上超過する教育職員
の割合」、これは大事な指標だと思います。この項目は早急に取り組まな
ければならないものであり、数あるうちの１つだと埋もれてしまうので、
意識して取り組んでいただくために重点項目として各学校に示すといった
方法も検討してただきたいと思います

小 澤 委 員

教 育 長

　大村智自然科学賞選考委員会委員の委嘱・任命について、委員会の設置目的や委員の
要件等に関する説明、委嘱・任命する委員名簿の提示があり、全委員の賛同により原案
どおり決定された。

【原案どおり決定】

【原案どおり決定】

17

【原案どおり決定】

19

　県議会に提出する予定案件について、令和５年度９月補正予算の概要の説明を受け、
全委員の賛同により原案どおり決定された。
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２ な　　し

３ な　　し

〔　教育長閉会宣言　〕　

以　　　上

報 告 事 項

その他報告
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